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一一般般会会計計のの予予算算総総額額はは 億億 万万円円でで前前年年度度にに比比較較すするるとと、、 億億 万万円円一般会計の予算総額は 億 万円で前年度に比較すると、 億 万円
のの増増（（ ％％））ととななりりままししたた。。経経済済不不況況をを反反映映ししてて町町税税はは 万万円円減減、、町町債債（（借借の増（ ％）となりました。経済不況を反映して町税は 万円減、町債（借
金金））はは 億億 万万円円のの増増ととななりり、、財財源源不不足足をを補補ううたためめ基基金金をを 億億 万万円円をを取取金）は 億 万円の増となり、財源不足を補うため基金を 億 万円を取
りり崩崩しし充充当当ししてていいまますす。。り崩し充当しています。

対 前 年 度対 前 年 度
予算額（万円）

増減額（万円） 増減率（％）
会 計 名

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

次 年 子 簡 易 水 道

学 校 給 食 事 業

農業集落排水事業

村山北部土地改良事業

都市計画事業駅前土地区画整理事業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

合 計


